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られる cDNAクローン (Msila，1881bp) と3つの RNAスプライスバリアント (Msilb，1836bt; Msilc， 





細胞が分裂を始める術後 10日から発現が高まり、 1-2層の再生網膜が現れる 19日で最大に達し、ニューロ




通り、発現するアイソフォームが正常網膜(視細胞)とは異なり、 Msi1aとMsi1 blMsi 1 cであることが分かつ
た。次に、免疫組織化学による局在解析を行った。その結果、術後O日(神経性網膜除去直後)では、 Msi1
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RPE細胞の核に限局していた Msi1は細胞質に移動する。このことは、 Msi1の生理機能がスイッチし、 RPE
細胞が幹細胞化に向かつて進み出したことを示唆している。このとき、発現する主要なアイソフォームが
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Msildから Msilaにスイッチすることから、 Msilaが幹細胞化に重要な役割を担うと考えられる。また、こ
の転写後調節がRPE細胞の多能性獲得過程にとって重要なイベントの一つであると言うことができる。こ
のように筆者はこれら一連の実験により Msilが脊椎動物の視覚とその再生に欠かせない多機能な分子であ
るということを示した。これらの発見は新規性が高く Msilの常識を覆したと言える。今後は、 Msilの転写
後調節のメカニズムと Msilaアイソフォームの mRNAリガンドを同定することにより、イモリ締)J莫再生に
必須なRPE細抱の多能性獲得メカニズムの詳細に迫ることができると期待できる。
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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